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Abstract

   The new gymnasium was constructed at Fukuoka University on March in 2017 which 
contained the trainer’s room where the athletes can rehabilitate or treat mentally and physically. 
The steady athletic support has been provided to the athletes since the educational technology 
contract staff who is also an athletic trainer qualified by the Board of Certification, Inc. (BOC) in 
the United States began to work at the trainer’s room. The purpose of the study was to reveal the 
present situation and the trend of the athletic support in the trainer’s room during 2019-2020 and 
to improve the quality of the support and the operation for future.
   It was revealed in this study that there were 236 total working days, 5958 total users, 25 users 
a day on an average, 2232 men’s Judo athletes (the most frequently utilized trainer’s room within 
all clubs), and 10852 total treatments.
   While the usage situation of the trainer’s room during 2019-2020 was revealed, it was 
suggested as problems that a tendency for only some users (clubs) to utilize the trainer’s room 
(Unknown existence of the trainer’s room, misrecognition of the user policy), an unevenly 
distributed users’ time zone, and a shortage of instrument or equipment for the treatment. Along 
with solving these problems, high quality of athletic supports must continue to be provided to all 
athletes in Fukuoka University.
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Activity report for the trainer’s room at Fukuoka University during 2019-2020

事例報告
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緒言

福岡大学では 2017 年 3 月に新たに総合体育館

が建設され，1 階には柔道場，剣道場，合気道

場，3 階にはバレーボールコート，バドミントン

コート，卓球場，そして 4 階にはバスケットボー

ルコートが備えられている．それら運動施設に加

え，総合体育館では，講義などが行える多目的室

が 3 室，筋力トレーニングが行えるトレーニング

ルーム，そして負傷した選手に対して応急手当や

リハビリテーション，また練習前や練習後に身体

のケアが行えるトレーナーズルームも備えられて

いる．

トレーナーズルームでは選手をスポーツ医学的

または運動学的側面からサポートしているが，使

用している器具・機器，または施術などのために

専門的知識と技術を要する専門家が必要となる．

福岡大学スポーツ科学部には整形外科医，内科

医，脳神経外科医，そして鍼灸の資格を有する教

授と准教授がおり，またアメリカの準医療従事

資格であるアスレティックトレーナー（National 

Athletic Trainers’ Association: NATA Certified 

Athletic Trainer: ATC）の資格を有する助教が 2019

年 3 月まで同大学スポーツ科学部に勤めていた．

医師資格を有する教授と准教授の指導の下，ATC

によるアスリートサポートがトレーナーズルーム

でなされてきた．アスリートサポートは ATC の

時間が許す限り月曜日から金曜日まで午後 4 時半

から午後 9 時頃まで行われていたが，アスリート

サポートは主の業務ではなく，他業務との兼ね合

いなどから，必ずしも継続したアスリートサポー

トが供給されていたわけではなかった．このよ

うな状況を改善すべく，アスレティックトレー

ナー（ATC）の資格を有する教育技術嘱託職員が

トレーナーズルームへ常駐することにより，安定

したアスレティックサポートが選手へ供給するこ

とができるようになった．ATC の役割と目的は

National Athletic Trainers’ Association1) によって，1)

怪我や病気の予防と健康の推進　2) 検査，評価

と診断　3) 応急処置と救急処置　4) 治療的介入

　5) 医療経営管理と職業的責任，と定義されて

おり，これらの役割と目的を基に ATC は選手の

心身のケア，健康や正しい運動動作の教育，そし

てトレーナーズルームの管理及び運営が行われて

いる．

本報告では，専任アスレティックトレーナーの

常駐により運動選手へ提供された 2019 年 4 月 1

日から 2020 年 3 月 31 日までのアスレティックサ

ポートの現状および傾向を明らかにすることで，

今後のトレーナーズルーム運営とアスレティック

サポートの向上につなげることを目的とした．

方法

本報告では，利用者である福岡大学体育部会所

属運動部生がトレーナーズルームに来室した際に

必ず記入する用紙 (Daily Treatment Log) (Figure.1)

をもとに利用状況の記録を集計した．

１．対象者

調査期間中にトレーナーズルームを利用した福

岡大学体育部会所属の運動部生を対象とした．

２．調査機関

調査機関は 2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月

31 日とした．トレーナーズルームは授業が行わ

れる前期および後期では火曜日から金曜日までは

13:00 から 21:00 まで，土曜日は 9:00 から 17:00

まで利用可能となっており、土曜日が振替授業日

に充てられている場合は他の曜日同様に 13:00 か

ら 21:00 までが開室時間帯となっていた．また，

長期休暇中は火曜日から土曜日まで 9:00 から

17:00 までトレーナーズルームが利用可能となっ

ており，開室時間内であれば事前の予約など行わ

れなくても利用することが出来た．

３．機器設備

　１）物理療法

a．製氷機(Figure.2) – 負傷した患部を冷や

すために必要な氷を製造．アイスバッ
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日は合計 236 日で，利用した選手の延数は 5958

名（男性 2812名 /女性 3146名）(Figure.13)であり，

一日平均 25 名であった．一方，トレーナーズルー

ム利用者の実数は 197 名（男性 98 名 / 女性 99 名）

(Figure.14) であり，一日の利用者最少人数は 1 名

（4 月 9 日及び 1 月 25 日）で最大人数は 50 名（3

月 25 日）(Figure.15) であった．

２．学年別利用者延数

学年別利用者延数では，4 年生が 918 名，3 年

生が 1832 名，2 年生が 1410 名，1 年生が 1767 名，

そして大学院生は 31 名 (Figure.16) であった．学

年別利用者実数では，4 年生が 32 名，3 年生が

43 名，2 年生が 63 名，1 年生が 58 名，大学院生

が 1 名であった (Figure.17)．

３．月別利用者延数

月別によるトレーナーズルーム利用者は，4 月

166 名，5 月が 449 名，6 月が 575 名，7 月が 626 名，

8 月が 394 名，9 月が 651 名，10 月が 654 名，11

月が 641 名，12 月が 538 名，1 月が 242 名，2 月

が379名，そして3月が643名であった (Figure.18)．

４．部活動別利用回数（実人数）

体育部会に所属する 55 団体の内，トレーナー

ズルームを利用した部活動は 25 団体で男子柔道

部が 2232 名，女子柔道部が 1554 名，女子バスケッ

トボール部が 696 名，陸上部短距離が 310 名，女

子サッカー部が 246 名，レスリング部が 232 名，

男子バスケットボール部が 147 名，陸上部投擲が

122 名，女子体操競技部が 112 名，男子ハンドボー

ル部が 50 名，女子新体操部が 41 名，女子ハンド

ボール部が 38 名，ラクロス部が 33 名，水泳部が

31 名，男子体操競技部が 24 名，女子バレーボー

ル部が 19 名，陸上部跳躍が 19 名，ラグビー部が

17 名，なぎなた部が 12 名，男子サッカー部が 9

名，ドミントン部が 7 名，準硬式野球部が 3 名，

硬式野球部が 2 名，アメリカンフットボール部が

1 名，そして剣道部が 1 名 (Figure.19) であった．

クを作成するために最適なフレークア

イスが作られる．

b．GAME READY®(Figure.3) – 圧迫と冷却

を同時に行うアイシングマシン．

c．Whirlpool(Figure.4) – 患部または全身を

冷却または加熱し痛みや腫れの軽減，

そして疲労回復に使用．

d．ホットパックと加温器(Figure.5) - 温熱療

法として患部を温める．

e．低周波治療器(Figure.6) – 痛みや腫れ，

そして減退した筋に再び刺激を与えて

筋力回復に効果．

f．高周波温熱機器(Figure.7) – 体内で摩擦熱

を発生させ深部から患部を熱する．

　２）トレーニング器具

a．ウエイトマシン(Figure.8) – 上半身と下

半身のトレーニングが安全に行える．

b．フリーウエイト – ベンチプレス(Figure.9)，

スクワット(Figure.10)，デッドリフト

(Figure.11)．

c．エアロバイク(Figure.12)．

４．記録内容

Daily Treatment Log には，トレーナーズルーム

へ来室した　1. 日付，2. 入室時間，3. 退室時間，

4. 学籍番号，5. 氏名，6. スポーツ（所属運動部名），

7. 負傷部位（右・左），8. 負傷箇所，9. 傷害名，

10. トリートメント内容（創傷処置・テープ・ア

イスバッグ・アイスカップ・アイスバス・GAME 

READY®・ホットバス・ホットパック・高周波温

熱機器浅層部・高周波温熱機器深層部・高周波温

熱機器 COMB・低周波治療器高電圧電気刺激療

法・低周波治療器マイクロカレント療法・マッサー

ジ・ストレッチ・エアロバイク・リハビリテーショ

ン）の記入欄があり，1‐8 までは利用者自身が

記入し，9‐10 は ATC によって記入された．

結果

１．利用者数

調査期間中にトレーナーズルームが開室された
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室に対して複数のトリートメント（e.g. GAME 

READY® と低周波治療器高電圧電気刺激療法）

を受けることが多く，利用者総数を大きく上回っ

ている．創傷処置が 8 名，テープ（膝 819 名・足

首 254 名・肘 167 名・肩 129 名・下肢 89 名・足

54 名・大腿 51 名・手 40 名・指 27 名・腰部 26 名・

手首 25 名・足趾 22 名・踵 18 名・腹部 6 名・胸

部 6 名・頚部 3 名・股関節 3 名）が 1736 名，ア

イスバッグが 2244 名，アイスカップが 10 名，ア

イスバスが 77名，GAME READY® が 1229名，ホッ

トバスが 0 名，ホットパックが 388 名，高周波温

熱機器浅層部が 183 名，高周波温熱機器深層部が

５．時間帯別利用者延数

時間帯別利用者延数は利用者が入室の際に記入

した入室時間帯から算出されており、8 時台では

24 名，9 時台が 843 名，10 時台が 171 名，11 時

台が 177 名，12 時台が 312 名，13 時台が 239 名，

14 台が 339 名，15 時台が 546 名，16 時台が 1175

名，17 時台が 628 名，18 時台が 441 名，19 時台

が 742 名，20 時台が 293 名，21 時台が 27 名，そ

して 22 時台が 1 名 (Figure.20)であった．

６．トリートメント内容

利用者が受けたトリートメントは一度の来

− 148 −



（9）

2019-2020 福岡大学トレーナーズルーム利用状況報（秀・他）

26 名，低周波治療器高電圧電気刺激療法が 1600

名，低周波治療器マイクロカレント療法が 10 名，

マッサージが 11 名，ストレッチが 168 名，エア

ロバイクが 821 名，そしてリハビリテーションが

2334 名 (Figure.21)であった．
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考察

本報告で取り扱われたデータは 2019 年 4 月 1

日から 2020 年 3 月 31 日まで週 5 日間開室された

トレーナーズルームの Daily Treatment Log をもと

に算出されたものであり，236 日間で延べ 5958

名（男性 2812 名 / 女性 3146 名）の体育部会所属

運動部生がトレーナーズルームを利用していた．

一日の平均利用者数は約 25 名であり，他の研究

で報告されている結果 2),3),4),5) を大きく上回ること

となった．これは他大学のアスレティックトレー

ニングルーム（AT Room）で選手をケアする施

術者（アスレティックトレーナーまたはトレー

ナー）が専任として働いているのではなく，医療

またはアスリートサポートに関連する資格を有す

る教員が勤務外でサポートを行っていたり，外部

委託によりアスレティックトレーニングルームの

運営日や時間が限定されているためであろうと思

われる．利用者の実数は 197 名でその内訳は男性

98 名そして女性 99 名となっており，実数での男

女の違いは本大学の過去の報告 6) 同様にほとんど

みられなかったが，延数では 334 名も女性利用者

の数が多く，男性選手に比べ女性選手は自らの体

のケアやリハビリテーションにより注意を払って
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日は 9:00 から 17:00 まで利用可能となっていた．

長期休暇中も同様に火曜日から土曜日まで開室さ

れ，時間帯は 9:00 から 17:00 まで利用可能となっ

ていた．授業期間中は多くの団体が 16:30 頃に部

活動を開始するため，16 時台（1175 名）の利用

者が最も多くなっていた．9 時台が 2 番目に多い

利用者数の時間帯となっているが，これも多くの

団体が土曜日に行われる練習を 9:30 頃に始める

ための結果であると思われる．また 19 時台の利

用者も多くなっているが，これは練習後のケアに

やって来る選手が多いためであると思われる．15

時台を境に利用者の人数が大きく変わってきてい

る．これはリハビリテーションを目的とした負傷

選手が練習時間帯にトレーナーズルームを訪れて

いるためであると思われる．人数の多い時間帯で

は様々なケアやリハビリテーションをスムーズに

受けることが困難となるため，利用者数が少ない

時間帯（10 時台～ 14 時台）を上手に利用し，ケ

アやリハビリテーションを受けることを選手へ伝

えていくことが大切であると思われる．

トレーナーズルームでは合計 10852 名のケアが

行われた．それらトリートメントは袋にフレーク

アイスを詰め，アイスバックを作り，選手が必要

とする患部へフレキシラップで固定する時間のか

からないものから，高周波温熱を患部へ当て，選

手の様子を観察しながら強度の上げ下げをコント

ロールする時間と注意を要するものなど様々存在

する．その中でリハビリテーション（2334 名）

がトリートメントで最も多く利用されていた．リ

ハビリテーションの内容は選手の傷害や重症度，

そしてその回復時期により ATCによって選手へ

指示されるが，選手の中（特に手術などを受けた

選手）には通院する病院やクリニック，そして

様々な施術所から指示されたリハビリテーション

を行っている者もいた．それら選手においても

ATCへ質問や要望があれば現在行っているリハ

ビリテーションに加え，新たなリハビリテーショ

ンが指導されてきた．第二に多かったトリートメ

ントはアイスバック（2244 名）で全体の約 20％

を占めた．前述のようにアイスバックは時間のか

いるのではないかと思われる．

月別利用者数を見てみるといくつかの傾向がみ

られた．ATCである教育技術嘱託職員のトレー

ナーズルーム常駐が 4 月より始まるにあたり，学

生課を通じて体育部会幹部会にてその主が伝えら

れていたが，情報が浸透していなかったため 4 月

の利用者は年間を通じて最も少なく 166 名であっ

た．また特定の部活動のみが利用できる施設であ

ると勘違いしていた者が多数いた．正しい情報が

伝わっていないことは残念であり，引き続き体育

部会幹部会にてトレーナーズルームの利用法につ

いて伝えていく必要があると考える．5 月（449

名），6 月（575 名）と月を追うごとに利用者数は

増えていったが，8 月には 394 名と大きく減少し

ていた．これは各部活動で学外での合宿や他大

学での合同練習などがあるため 7)，トレーナーズ

ルームの利用者が減少したのではないかと思われ

る．9 月（651 名），10 月（654 名），11 月（641 名）

と再び利用者は増えていったが，12 月（538 名）

から 1 月（242 名）にかけて再び大きく減少して

いった．この時期は多くの部活動がシーズンを終

え，チーム練習を控えていたり，冬期休暇にあた

りトレーナーズルームが閉室していたり，後期定

期試験期間中であったために利用者が減少したの

ではないかと思われる．

体育部会に所属する団体は 55 団体であるが，

トレーナーズルームを利用した部活動はその約半

数の 25 団体であり，トレーナーズルームの存在

を知らない，または利用において誤った情報が学

生の中にあるのではないかと思われる．最も利用

の多かった団体は男子柔道部（2232 名）であり，

次に女子柔道部（1554 名）の利用が多かった．

またこれら 2 団体と 3 番目に利用者数が多い女子

バスケットボール部（696 名）を加えると全体の

75％の利用率となる．これら 3 団体はトレーナー

ズルームがある総合体育館に練習場があり，ト

レーナーズルームへのアクセスが容易であること

が利用者の多い理由の一つに挙げられる．

トレーナーズルームは授業期間中の火曜日から

金曜日は 13:00 から 21:00 まで開いており，土曜
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かるトリートメントではなく，アイスバックを体

に固定したまま帰宅でき，手軽に行えるため，負

傷者，負傷から復帰した者，そして疲労感のある

者などは必ず行うべきトリートメントの一つであ

る．第三に多かったトリートメントはテーピング

（1736 名）であった．テーピングで最も多い部

位は膝（819 名）であった．膝へのテーピングは

主に前十字靭帯や内側側副靭帯の補強と膝蓋腱炎

に対する補助的テープであった．いずれのテーピ

ングにおいても一般的なテーピング（非伸縮性）

を使用するのではなく伸縮性ハードテープやキネ

シオテープを使用するため，消耗品に対する経費

が多くかかっていた．しかし特に前十字靭帯再建

手術からリハビリテーションを経て復帰した選手

にとってこれらテーピングは必要不可欠なもので

あるため，金銭面やフィジカル面からのアスリー

トサポートとしても継続していかなければならな

い．第四，第五に多い低周波治療器高電圧電気刺

激療法と GAME READY® は主にセットとして使

用され，ともに痛みや腫れの軽減が目的とされ

る．GAME READY® は負傷した体の部位に合わ

せたラップ（サポーター）を患部に巻き，その中

へ冷水が入り込むことにより圧迫と冷却を同時に

行うことが出来る画期的なトリートメントマシン

である．トレーナーズルームを利用する選手の多

くはこの GAME READY® と低周波治療器高電圧

電気刺激の使用を求めてやって来るが，同時に使

用できる人数は 2 名と限りがあり，1 度の治療は

おおよそ 20 分かかるため，順番が待てずにアイ

スバッグで患部を冷却して帰宅する者が多い．

GAME READY® と低周波治療器の台数を増やす

ことでより多くの学生が痛みや腫れの軽減と疲労

回復に取り組むことが出来ると思われる．

2019 年 4 月 1 日より教育技術嘱託職員のアス

レティックトレーナー（ATC）がトレーナーズルー

ムに常駐することにより，年間トレーナーズルー

ム利用状況が明らかとなった．またそれと同時

に，トレーナーズルーム利用団体の偏り（トレー

ナーズルームの存在が周知されていない，もしく

は誤った情報で利用を避けている），偏った時間

帯に集中した利用者，ニーズの高いまたは必要な

トリートメント器具や機器の不足などの問題点も

挙げられた．これら問題点の解決に取り組みつ

つ，体育部会に所属する 55 団体で必要とする全

ての選手に対して質の高いアスリートサポートを

今後も提供していかなければならない．
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抄録

福岡大学では 2017 年 3 月に新たに総合体育館

が建設され，応急手当やリハビリテーション，ま

た練習前後に身体のケアが行えるトレーナーズ

ルームも備えられた．その後アメリカのアスレ

ティックトレーナーの資格を有する教育技術嘱

託職員が常駐したことにより，安定したアスレ

ティックサポートが選手へ供給されている．本報

告では，2019 年 4 月 1 日から 2020 年 3 月 31 日

までのアスレティックサポートの現状および傾向

を明らかにするとともに，今後の運営とサポート

向上を目的とした．

本報告により，開室日数（236 日），利用者延

数（5985 名），平均利用者数（25 名），最も利用

の多い団体（男子柔道部・2232 名），トリートメ

ント延数（10852 ケア）などが明らかとなった．

年間利用状況が明らかになるとともに，利用団

体の偏り（トレーナーズルームの存在未知，利用

規約の誤認），偏った時間帯に集中した利用者，

トリートメント器具や機器の不足が問題点として

挙げられた．これら問題点の解決に取り組みつ

つ，すべての選手に対して質の高いアスリートサ

ポートを今後も供給していかなければならない．
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